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◎グラフは、対になった学習
方法のうち、どちらが自分の
勉強の仕方に近いかを尋ねた
ものだ。学校の教材を使って、
暗記を中心に勉強するタイプ
が多いことが分かる。１９９０
年の調査結果と比較すると、
毎日こつこつ勉強する生徒が
増加している点が注目され
る。

◎学習方法で多く用いられて
いるのは、「アンダーライン
を引く」「くり返し読む」と
いった教科書を使う方法のよ
うだ。１９９０年の結果と比較
すると、辞書を引いたり、図
鑑などを使って調べたりとい
った、比較的手間がかかる学
習方法が敬遠されているよう
だ。

＊ 対になった項目のうちいずれか
を選択。数値は選択された比率を示
す。両項目間の空白は「無回答・不
明」を表す
＊全12項目より一部抜粋

出典／「第４回学習基本調査・国内調査」
Benesse教育研究開発センター

＊数値は「よくする」と「時々する」
の合計
＊全12項目より一部抜粋

出典／「第４回学習基本調査・国内調査」
Benesse教育研究開発センター
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学校で使う教材中心 通信教育、学習塾の教材や自分で買った教材中心

できるだけ暗記しようとする できるだけ考えようとする

難しい問題をじっくり考える やさしい問題を数多く解く

毎日こつこつ勉強する 試験の前にまとめて勉強する
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教科書や参考書に
アンダーラインを引いたり、

カラーマーカーを塗る
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引く

43.6

34.734.7
参考書を読む
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作って暗記する
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53.0 

37.2
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37.2

14.1
図鑑や事典で調べる
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全
国
的
に
見
て
、
子
ど
も
の
学
習
行
動
や
意
識
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
授
業
や
家
庭
学
習
に
対
す
る
意
識
、

成
績
の
違
い
に
よ
る
意
識
の
差
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
。

「毎日こつこつ勉強」が増加1

単純で反復的な学習方法が増加2

子どもと
教育

第　4　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

学
習
習
慣
・
学
習
意
欲

本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

第４回学習基本調査・国内調査
httphttp://view21.jpview21.jp/c9421c9421/
第４回学習基本調査・学力実態調査
httphttp://view21.jpview21.jp/c9422c9422/
※第２回子ども生活実態基本調査は

３月上旬公開予定です
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◎学習上の悩みは、小学生か
ら中学生になると大きく増加
している。特に、７割近くの
生徒が「上手な勉強の仕方が
わからない」と感じている。
　勉強しなければならないこ
とは分かっていても出来なか
ったり、なかなかうまくいか
なかったりするもどかしさ
が、悩みになっている様子が
うかがえる。

◎グラフは、子どもの家庭学
習の様子を、学力調査の結果
（平均正答率）別に見たもの
だ。例えば、「出された宿題
をきちんとやっていく」とい
う問いに「あてはまる」と答
えた子どもは、そうでない
（「あてはまらない」）子ども
よりも正答率が高い。与えら
れた課題を着実にこなし、か
つ、意欲的に学習している子
どもの方が正答率が高いこと
が分かる。

＊複数回答。全１５項目より一部抜
粋

*１ 中学２年生は「どうしてこんなことを勉強しなければいけないの
かと思う」

出典／「第４回学習基本調査・国内調査」
Benesse教育研究開発センター

出典／「第４回学習基本調査・学力実
態調査」Benesse教育研究開発センタ
ー
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学習上の悩み（小学５年生、中学２年生）

家での学習の様子と成績の関係（２年生・数学）

80604020

出された宿題を
きちんとやっていく

授業で習ったことを、
自分でもっと詳しく調べる

嫌いな科目の勉強も
一生懸命する

家族に言われなくても
自分から進んで勉強する

予習をしてから
授業を受ける

（％）
0

「あてはまる」と回答した子の正答率 「あてはまらない」と回答した子の正答率

60.0

40.0

55.155.1

57.757.7

56.556.5

48.8

57.857.8

55.1

57.7

56.5

57.8

51.0

44.1

50.2

65.7 29.9

61.6 34.2

37.8 57.9

64.9 32.9

61.2 36.9

43.4 54.1

22.6 75.2

33.2 62.8

57.2

53.0 

37.2

34.7

14.1

４年生までに／小学校までに
もっと勉強しておけば

よかった

小学５年生 中学２年生

30.4

68.3

わかりやすい
授業にしてほしい

33.3 33.3 

51.3 

何のために
勉強しているのか

わからない*1

8.9 

43.8 

上手な勉強の仕方が
わからない

31.1 

38.0 38.0 

33.3 

38.0 

中学生になると学習の悩みが増加3

宿題や苦手科目の勉強をする子どもは正答率が高い4

http: view21.jp c9421

http: view21.jp c9422
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◎成績（子どもの自己評価）
によって、学習の取り組み方
はどのように異なるのだろう
か。最も開きがあるのは、「定
期テストはしっかり準備をし
てのぞむ」で、成績上位層は
約８割が出来ているが、成績
下位層は５割弱に留まる。全
体的に見て、成績上位層の子
どもの方が、自律的な学習習
慣を身に付けていると言え
る。

◎成績（子どもの自己評価）
によって、学習の動機につい
てはどのように異なるのだろ
うか。成績上位の子どもほど、
「いい高校や大学に入りたい
から」「問題が解けるとうれ
しいから」など前向きな動機
を挙げる比率が高い。また、
切磋琢磨し合う友だちの存在
も大きい。一方、「勉強をし
ないと頭が悪くなるから」な
ど、受け身な考え方やネガテ
ィブな動機には、成績による
大きな差は見られない。

＊数値は「とてもそう」と「まあそう」
の合計。*のみ、「とても得意」と「や
や得意」の合計。成績中位の数値
は省略した

出典／「第２回子ども生活実態基本調
査」Benesse教育研究開発センター

＊数値は「とてもそう」と「まあそう」
の合計。成績中位の数値は省略した

出典／「第２回子ども生活実態基本調
査」Benesse教育研究開発センター

勉強の取り組み方（１～３年生・成績別）

（％）
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定期テストはしっかり
準備をしてのぞむ

成績上位 成績下位

30.8 

84.384.3

テストで間違えた
問題をやり直す 31.931.9

61.4 

受験を目標にして勉強する
40.2 

親に言われなくても
自分から勉強する

勉強の計画をたてること*

自分でたてた
勉強の計画を守ること* 11.0 

30.3 

60.1 

48.2 

80.3 

11.6 11.6 

40.7 

56.3 56.3 

学習する理由（１～３年生・成績別）

（％）
100806040200

問題が解けるとうれしいから

成績上位 成績下位

59.8 

いろいろな考え方を
身につけることができるから 49.1 

69.4 

中学生のうちは
勉強しないといけないと

思うから 71.2 

勉強しないと頭が
悪くなるから

成績が良いと
親がほめてくれるから

友だちに負けたくないから
34.5 34.5 

66.4 

いい高校や大学に
入りたいから 52.6 52.6 

80.8 

77.8 77.8 

67.6 

73.2 73.2 

42.4 

48.4 

74.0 74.0 

34.5 

52.6 

77.8 

73.2 

74.0 

31.9

11.6 

56.3 

成績上位の子どもは計画的に学習に取り組む5

成績上位の子どもの学習理由は、前向きで目的が明確6
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◎手間が少ない方法でコツコツ勉強

　近年、子どもたちの授業態度はまじめになってき

ているようだ。復習を中心に、毎日コツコツ勉強す

る子どもが増加している（Ｐ.２０　）。一方、辞書を

引いたり、図鑑などを使って調べたりといった、比

較的手間がかかる学習方法を敬遠する傾向が見られ

る（Ｐ.２０　）。

◎なぜ勉強するのか、の動機付けから

　中学生になると、学習に関する悩みが増加する（Ｐ.

２１　）。背景には、思春期に入ることや、授業の進

度が速く内容も難しくなること、部活動などで生活

が大きく変化することなどがあると考えられる。そ

うした中、学習意欲が前向きで、家庭学習習慣が身

に付いている子どもの方が、成績が高いことは明ら

かだ（Ｐ.２１　）。学力向上のためには、まず、意欲的・

自立的に学習に向かうための動機を、子ども自身が

持つことが大切と言える。

◎成績に結び付く「受験」「友だち」の存在

　学習意欲を高めるために、どのような動機付けをし、

働き掛ければよいのだろうか。すべての子どもに共

通する方策を見出すことは不可能だが、成績が良い

生徒はどのような学習習慣や学習動機を持っている

かを分析することは、一つのヒントになるだろう。

　今回紹介した調査結果の中では、成績の良い生徒

は、知識・理解が深まること自体を学習の動機とし

て挙げる比率が高い（Ｐ.２２　）。加えて、進学の希

望や、ライバルでもある友だちの存在も、学習に向

かい、成績を上げる動機としての影響が大きいようだ。

　中学生になると自分を客観視出来るようになり、

自分がしたことの成果や伸びしろを客観的に把握し、

改善できるようになる。学校での指導においても、

小さなことでもよいから子ども自らの意思で目標を

設定し、成功体験を積み上げて学習意欲へと結び付

ける指導が、今後ますます求められるだろう。

84.3

31.9

11.6 

56.3 

34.5 

52.6 

77.8 

73.2 

74.0 

自ら設定した前向きな学習動機が
学習意欲につながる

ま と め

Benesse Research

1

2

3

4

6

　　出典4

　　出典65

「第４回学習基本調査・学力実態調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は２００６年１１月、調査対象は、「第４回学習基本調査・国内
調査」の対象者（上記）のうち、小学５年生２,４４６人、中学２年生
１,７２３人。調査方法は学校通しによる自記式調査（テスト）

「第２回子ども生活実態基本調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は２００９年８～１０月、調査対象は全国の小学４年生～高校
２年生１３,７９７人（うち中学生３,９１７人）。調査方法は学校通しによ
る自記式質問紙調査

　　　　　出典2 31

「第４回学習基本調査・国内調査」Benesse 教育研究開発センター
調査時期は２００６年６～７月、調査対象は全国３地域［大都市（東
京２３区内）、地方都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地方）］の
小学５年生と中学２年生。総受験者数は小学５年生２,７２６人、中学
２年生２,３７１人。調査方法は学校通しによる自記式調査

※上記は2009年１２月時点での情報です

OECD生徒の学習到達度調査（PISA）調査結果

国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2007）

藤沢市教育文化センター

第９回「学習意識調査」

◎2000年、2003年、2006年の各調査結果の要約。例えば、
2006年調査結果では、読解力、数学的リテラシー、科学的リ
テラシーそれぞれの平均得点の国際比較一覧などが見られる

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/pisa/

◎小学４年生、中学２年生を対象にした算数・数学と理科の教
育到達度を図る国際比較調査。両教科の重要性をどう認識して
いるかや自信の有無など、子どもの意識が分かる

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
gakuryoku-chousa/sonota/07032813.htm

文部科学省／国立教育政策研究所

平成21年度全国学力・学習状況調査　調査結果について

特定の課題に関する調査
（国語、社会、算数・数学、理科、英語）

◎全国学力・学習状況調査の結果一覧。都道府県別、地域規
模別の結果や、知識に関する調査と活用に関する調査の相関な
ども見られる

http://www.nier.go.jp/09chousakekka/index.htm

◎国語は漢字・長文記述、算数・数学は数学的に考える力・計
算力、といったように、各教科の特定の課題に関する学力調査
結果や、児童・生徒、教師の意識が分かる

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
gakuryoku-chousa/sonota/07032814.htm

◎神奈川県藤沢市内の中学校３年生を対象に、１９６５（昭和
40）年以降、５年毎に行っている学習意識調査。調査データを
基にした、学習意欲に関する分析結果も興味深い

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/kyobun-c/
page100054.shtml

研修会や保護者会に役立つ！
学習習慣や学習意欲に関する
お薦めウェブサイト
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全
日
本
中
学
校
長
会
教
育
研
究
部
の
調

査
に
よ
る
と
、
職
場
体
験
は
２
日
以
上
で

実
施
し
て
い
る
学
校
が
多
く
（
図
１
）、
実

施
上
の
課
題
に
は
「
受
け
入
れ
事
業
所
数

の
拡
大
の
方
法
」
と
「
受
け
入
れ
事
業
所

の
業
種
の
多
様
化
」
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ

た
（
図
２
）。
学
校
規
模
別
で
見
る
と
、
規

模
が
大
き
い
ほ
ど
「
受
け
入
れ
事
業
所
数
」

が
課
題
に
な
り
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
業

種
の
多
様
化
」
が
課
題
と
い
う
傾
向
に
あ

る
。
職
場
体
験
は
、
事
業
所
の
協
力
な
く

し
て
は
実
施
出
来
な
い
。
地
域
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

一
方
、
進
路
指
導
を
行
う
上
で
の
担
任

の
悩
み
は
、「
保
護
者
の
進
路
指
導
に
対
す

る
期
待
が
進
路
先
の
選
択
や
そ
の
合
格
可

能
性
に
偏
っ
て
い
る
」
が
４
割
台
で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
生
徒
の
進
路
意
識
や
進

路
選
択
態
度
に
望
ま
し
い
変
容
が
見
ら
れ

な
い
」「
進
路
学
習
を
実
施
す
る
十
分
な
時

間
が
確
保
で
き
な
い
」
が
２５
％
を
超
え
て

い
る
（
図
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
中
で
、
多
く
の
中
学
校
が
手
間
と
時
間

を
掛
け
て
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
る
の

が
現
状
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、

５
日
間
の
職
場
体
験
を
中
心
と
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
、
生
徒
の
職
業
観
、
就
労
観

の
育
成
だ
け
で
な
く
、
生
徒
に
学
ぶ
こ
と

の
意
味
を
考
え
さ
せ
、
学
習
意
欲
の
向
上

に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
宮
城
県
仙
台
市

立
寺
岡
中
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

課
題

フ
ォ
ー
カ
ス

現状

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
中
で

手
間
と
時
間
を
掛
け
て
職
場
体
験
を
実
施

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
、多
く
の
中
学
校
が
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

職
場
体
験
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
と
す
る
に
は

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
の
か
を
紹
介
す
る
。

職
場
体
験
を

よ
り
効
果
的
な

実
践
に
す
る
た
め
に
は

に

［中学版］ 2009  Vol .4



25

「職場体験活動」実施上の検討課題図２ 「職場体験活動」の実施日数図１

403020100

１日

２日

３日

４日

５日

それ以上

無回答

0

実施日数

生徒の交通費

損害賠償保険

実施学年

その他

（％）
80604020

（％）

受け入れ事業所数の
拡大の方法

保護者の進路指導に対する期待が
進路先の選択やその合格可能性に偏っている

生徒の進路意識や
進路選択態度に望ましい変容が見られない

進路学習を実施する
十分な時間が確保できない

進路相談や進路に関する資料の
保管・活用のための施設・設備がない

進路学習の適切な教材が得られない

進路指導に関する研修の機会が得られない

特に悩みはない

進路学習の指導内容・方法を
どのようにしたらよいかわからない

進路指導の計画・実施についての評価

進路指導に当たっての予算が確保されない

進路指導に関する改善がなされない

進路相談の内容・方法がわからない

進路の学習や体験活動について、
保護者の理解や協力が得られない

学校・学年の理解や協力が得られない

進路の学習や体験活動の計画・実施に当たって
地域の協力が得られない

その他

受け入れ事業所の
業種の多様化

＊数値は２７１校中の割合。二つまで複数回答可 ＊数値は２６３校中の割合

学級担任が進路指導を行う上での悩み図３

0 50
（％）＊該当するものすべてについて回答

40302010
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8.0 

36.8 
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0.8 

27.9 

25.8 

24.0 

18.9 

13.7 

10.4 

8.8 

7.2 6.9 

3.7 

2.4 

2.3 
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1.0 

6.5 

27.9 

25.9 

24.0 

18.9 

13.7 

8.8 

8.3

7.2

6.5 

8.8 

図１・2：「平成２０年度調査研究報告書ー新し
い時代に求められる学校づくりの調査研究」
全日本中学校長会教育研究部

図 3：「キャリア教育の推進のための中学校
進路指導の現状と課題ー中学校における進路
指導に関する総合的実態調査報告書からー」
（２００５年調査）財団法人日本進路指導協会

出典
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る
こ
と
が
出
来
る
と
同
時
に
、
３
年
間
で

変
化
す
る
自
分
自
身
に
も
気
付
く
こ
と
が

出
来
る
。

　
「
本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
２
年
生
の
職

場
体
験
が
中
心
で
す
が
、
１
、３
年
生
の
取

り
組
み
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
職
場
体
験

を
よ
り
意
味
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
ま
す
」

と
藤
森
幸
校
長
は
話
す
。

　

柱
と
な
る
活
動
が
あ
る
一
方
で
、
具
体

的
な
手
法
は
各
学
年
の
学
年
主
任
に
任
せ

ら
れ
て
い
る
。
毎
年
、
年
度
初
め
に
、
学

年
主
任
を
中
心
と
し
て
、
生
徒
の
実
態
を

踏
ま
え
た
各
学
年
の
方
針
を
検
討
し
、
共

有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
「
３
年

間
共
通
の
質
問
」
は
あ
る
学
年
で
の
み
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
別
の
学
年
で
は
３
年

間
を
通
し
て
、
働
く
意
義
に
つ
い
て
「
生

活
の
た
め
／
社
会
の
た
め
／
自
分
の
生
き

が
い
／
義
務
を
果
た
す
」
と
い
う
四
つ
の

業
に
つ
い
て
知
る
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
働

く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
し
て
そ
の

意
義
・
目
的
は
何
か
を
考
え
る
」
こ
と
に

あ
る
。
取
り
組
み
の
柱
は
、１
年
生
の
「
職

場
訪
問
」、
２
年
生
の
「
農
業
体
験
」「
職

場
体
験
」、
３
年
生
の
「
達
人
訪
問
」
と
３

年
間
の
ま
と
め
と
な
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

発
表
会
」
で
あ
る
（
図
１
）。

　

特
徴
は
、
各
学
年
の
取
り
組
み
に
つ
な

が
り
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

あ
る
学
年
で
は
、「
働
く
こ
と
の
喜
び
／
ど

う
し
て
働
い
て
い
る
の
か
／
中
学
校
の
時

に
身
に
付
け
て
お
い
た
方
が
良
い
も
の
は

何
か
／
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
と
は
」
と
い

う
四
つ
の
質
問
を
、
３
年
間
を
通
じ
て
訪

問
・
体
験
学
習
を
行
う
度
に
投
げ
掛
け
た
。

１
年
生
の
時
に
し
た
質
問
を
２
、３
年
生
の

時
に
も
投
げ
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
人
の
多
様
な
考
え
方
に
触
れ

３
年
間
、一
貫
し
た
課
題
を
設
け

職
業
観
の
変
化
を
追
わ
せ
る

　
仙
台
市
立
寺
岡
中
学
校
は
、
２
０
０
５

年
度
に
、
市
内
で
最
も
早
く
、
２
年
生
に

お
け
る
５
日
間
の
職
場
体
験
を
中
心
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

初
年
度
は
受
け
入
れ
先
の
確
保
に
難
航
し

た
が
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
。
５
年
目
を
迎
え
た
０９
年

度
ま
で
に
、
３
年
間
一
貫
・
教
科
間
連
携

を
特
色
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
上

げ
た
。職
場
体
験
を「
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
」

に
終
わ
ら
せ
ず
に
実
り
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
践
し
、
生
徒
の
進
路
に
対
す
る
目

的
意
識
と
共
に
学
習
意
欲
が
高
ま
る
と
い

う
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
的
は
、「
職

「
つ
な
が
り
」を
意
識
し
た
職
場
体
験
が

学
習
意
欲
の
向
上
に
結
び
付
く

宮
城
県
仙
台
市
立
寺
岡
中
学
校

学校事例

校長 藤森 幸先生　

所在地 〒981- 3204
 宮城県仙台市泉区寺岡２-13 -1

生徒数　３２７人

学級数　１０学級

TEL 022-378-0931

URL http://www.sendai-c.ed.jp/
 ̃tera-jh/

仙台市立寺岡中学校
１９８３（昭和５８）年開校。仙台市北西部の新
興住宅地に位置する。２００５年度、文部科学省
のキャリア教育実践プロジェクトに指定。０８年度、
キャリア教育に対し文部科学大臣表彰。

仙
台
市
立
寺
岡
中
学
校
校
長

藤
森
幸

Fujim
ori Yuki

仙
台
市
立
寺
岡
中
学
校

吉
田
知
彦

Yoshida Tom
ohiko

３
学
年
主
任
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観
点
か
ら
考
え
た
（　

28
図
２
）。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
総
ま
と
め
と
し
て
３

年
生
で
行
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
発
表
会
の
形

式
も
、
各
学
年
の
方
針
に
よ
り
異
な
る
。

あ
る
学
年
で
は
、
３
年
生
全
体
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
別
の
年
は

学
級
内
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　
「
す
べ
て
を
固
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
せ
ず

に
、
教
師
の
裁
量
に
任
せ
る
部
分
を
残
す

こ
と
で
、
学
年
の
実
態
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
出
来
る
上
に
、
先
生
自
身
の
や
り
が

い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
藤
森
校
長
は

説
明
す
る
。

　
「
毎
年
、
生
徒
の
実
態
は
変
わ
る
の
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
厳
密
に
固
定
し
て
し
ま
う

の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
に
と
っ
て

も
、
前
年
度
の
踏
襲
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
の
意
義
が
薄
れ
て
い
き
、
形
骸

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
教
師

自
身
が
楽
し
く
取
り
組
め
な
け
れ
ば
、
内

容
は
な
か
な
か
深
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

先
生
方
の
『
思
い
』
は
出
来
る
だ
け
尊
重

し
て
い
ま
す
」（
藤
森
校
長
）

　

も
っ
と
も
、
毎
年
必
ず
「
前
年
と
は
違

う
こ
と
を
」
と
は
求
め
て
い
な
い
。
学
年

主
任
が
そ
れ
で
良
い
と
判
断
す
れ
ば
、
前

年
と
同
じ
で
も
問
題
は
な
い
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
先
生
も
「
よ

り
良
い
も
の
を
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎

年
工
夫
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。

　
「
各
学
年
の
『
思
い
』
が
、
ぶ
れ
ず
に
う

ま
く
い
っ
て
い
る
の
は
、
年
度
当
初
に
教

師
全
員
で
『
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し

て
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
』
を
一

つ
の
活
動
ご
と
に
確
認
し
、
共
通
理
解
を

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
取
り
組

み
の
柱
と
目
標
を
決
め
て
、
後
は
学
年
に

任
せ
る
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」（
藤

森
校
長
）

５
日
間
だ
か
ら
こ
そ
体
験
出
来
る

仕
事
の
厳
し
さ
と
面
白
さ

　

２
年
生
で
行
う
５
日
間
の
職
場
体
験
は
、

５
年
前
に
始
め
た
。
前
例
の
無
い
取
り
組

み
で
あ
る
だ
け
に
、
協
力
し
て
く
れ
る
事

業
所
探
し
に
は
苦
労
し
た
と
い
う
。

　
「
５
日
間
と
い
う
期
間
に
、『
前
例
が
無

い
』『
業
務
に
差
し
障
り
が
出
る
』
な
ど
の

難
色
を
示
す
事
業
所
が
大
半
で
し
た
。
教

師
が
自
ら
事
業
所
を
訪
れ
て
、
更
に
保
護

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
初
年
度
は
な
か
な

か
数
が
集
ま
ら
ず
、
２
、３
日
間
の
受
け
入

れ
な
ら
ば
可
能
と
い
う
事
業
所
を
組
み
合

わ
せ
て
、
と
に
か
く
生
徒
が
５
日
間
の
職

場
体
験
を
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」

と
、
３
学
年
主
任
の
吉
田
知
彦
先
生
は
当

時
を
振
り
返
る
。

　
「
５
日
間
と
い
う
期
間
に
は
、
生
徒
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
初
日

と
２
日
目
は
お
客
さ
ん
扱
い
で
す
が
、
３

日
目
に
な
る
と
仕
事
を
覚
え
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
４
日
目
に
出
て
く
る
疲
れ
を
乗

り
越
え
て
、
初
め
て
成
長
出
来
る
の
で
す
。

ま
た
、
一
通
り
仕
事
を
覚
え
た
か
ら
こ
そ
、

工
夫
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
り
、
事
業
所

の
方
に
『
任
さ
れ
る
』『
頼
ま
れ
る
』
よ
う

に
な
っ
た
り
し
て
き
ま
す
。
そ
の
体
験
が

達
成
感
や
自
信
に
つ
な
が
る
の
で
す
」（
藤

森
校
長
）

　

今
で
は
職
場
体
験
へ
の
理
解
が
広
が
り
、

受
け
入
れ
先
は
ほ
ぼ
定
着
し
た
。
事
業
所

に
礼
状
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
発
表
会
の
案
内

な
ど
を
送
る
際
に
、
次
年
度
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
も
書
き
添
え
て
、
事
前
に
お
願

い
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現

在
は
ホ
テ
ル
や
大
学
生
協
な
ど
約
４０
の
事

業
所
か
ら
協
力
を
得
て
い
る
。

　

職
場
体
験
を
行
う
の
は
１０
月
だ
。
９
月

に
入
る
と
、
掲
示
板
に
教
師
が
作
っ
た
「
求

人
票
」
が
張
り
出
さ
れ
る
。
生
徒
は
そ
れ

を
見
て
希
望
を
出
す
が
、
必
ず
し
も
希
望

通
り
の
事
業
所
で
職
場
体
験
が
出
来
る
わ

１年生
●職場訪問（１日）
　働くことなどについて事前学習をした上で、３～
６時間くらい仕事を体験し、働く意味について事
業所でインタビュー。感じたことをまとめる

２年生
●農業体験（２泊３日の野外活動）
　２日目には農業を体験。その後、民泊
●職場体験
　「総合的な学習の時間」を使い、年５０時間で実施
（事前準備１２時間、職場勤務５日間で３０時間、事
後学習８時間）。事業所は、教師による面接と生
徒の希望を踏まえて決定。事前に事業所に履歴書
を提出する。職場勤務中は自宅から直接職場に行
く。体験後に発表会をして、考えや感じたことを
共有する

３年生
●達人訪問
　修学旅行の際、教師が選んだ訪問先に自らアポイ
ントを取って訪問する

●キャリア教育発表会
　働くことについての3年間のまとめ

取り組みの柱は各学年共通。取り組み同士のつなげ方や中
身の工夫などは、各学年が生徒の実態に応じて柔軟に対応
している

寺岡中学校のキャリア教育の柱図１

Ｐ．
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け
で
は
な
い
。
学
年
の
教
師
に
よ
る
面
接

を
経
て
、
最
終
的
に
決
ま
る
。
こ
こ
で
体

験
先
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
生
徒
は
、
残
っ

た
事
業
所
か
ら
も
う
一
度
選
び
直
し
、
再

度
面
接
を
受
け
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
必
ず
し
も
希
望
が
か
な
う

わ
け
で
は
な
い
と
、
事
前
学
習
で
知
ら
せ

て
い
ま
す
。
実
社
会
で
も
、
自
分
の
し
た

い
仕
事
が
出
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
こ
こ
で
も
体
験
す
る
の
で
す
。
求
人

票
を
見
て
自
分
で
体
験
先
を
選
び
、
面
談

を
受
け
る
と
い
う
過
程
は
、『
な
ぜ
そ
の
仕

事
を
し
た
い
の
か
』『
何
の
た
め
に
働
く
の

か
』
を
じ
っ
く
り
考
え
る
機
会
に
な
り
ま

す
」（
吉
田
先
生
）

　

生
徒
は
、
興
味
の
あ
る
分
野
や
自
分
が

知
っ
て
い
る
部
分
し
か
関
心
を
持
た
な
い

傾
向
が
あ
る
。「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は

行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
場
合
が
ほ
と
ん

ど
だ
。
と
こ
ろ
が
、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

た
く
さ
ん
の
気
付
き
が
あ
る
。
世
界
を
広

げ
る
た
め
に
、
あ
え
て
希
望
し
て
い
な
い

職
場
に
送
り
出
す
意
味
は
大
き
い
と
い
う
。

逆
に
、
希
望
し
た
職
場
に
行
っ
た
も
の
の

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
生
徒
も
い
る
。

こ
れ
も
ま
た
大
き
な
学
び
に
な
る
。

　

０９
年
度
の
職
場
体
験
発
表
会
に
は
、
２

年
生
だ
け
で
な
く
、
１
、３
年
生
、
そ
し
て

校
区
内
の
小
学
６
年
生
も
招
待
し
た
。
６

年
生
と
１
年
生
は
、
こ
れ
か
ら
体
験
す
る

こ
と
へ
の
心
構
え
が
出
来
る
。
３
年
生
は
、

経
験
者
の
視
点
か
ら
振
り
返
る
と
同
時
に
、

２
年
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
縦
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
よ
り

実
効
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
な
る
。

ポ
ス
タ
ー
制
作
や
道
徳
の
授
業
で

学
習
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
る

　

職
場
体
験
で
の
学
び
を
定
着
さ
せ
る
た

め
に
、
０９
年
度
に
は
２
年
生
の
職
場
体
験

後
に
各
自
が
派
遣
先
の
事
業
所
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
考
え
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

り
、
許
可
を
得
て
事
業
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
写
真
を
取
り
込
ん
だ
り
と
工
夫
を

凝
ら
し
た
。
こ
う
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
生

徒
が
派
遣
先
の
業
務
内
容
を
実
感
を
伴
っ

て
理
解
し
て
い
な
い
と
作
れ
な
い
。
更
に
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
国
語
、
イ
ラ
ス
ト
は

美
術
、
写
真
な
ど
は
技
術
・
家
庭
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
せ
る
。
授
業
が
実
生
活
に

生
か
せ
る
こ
と
を
実
感
出
来
る
場
と
な
っ

た
。

　

道
徳
と
の
連
携
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
。

０９
年
度
は
、
職
場
体
験
発
表
会
の
直
後
に

「
何
の
た
め
に
学
習
す
る
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
授
業
を
行
っ
た
。

①
授
業
の
初
め
に
、
学
習
の
意
味
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
発
表
し
合
う
。
自

分
の
能
力
を
高
め
る
た
め
、
社
会
に
貢
献

す
る
た
め
、
自
分
を
鍛
え
る
た
め
、
希
望

の
職
業
に
就
く
た
め
、
生
活
の
た
め
、
人

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
な
ど
、
さ

３年間のまとめとなるパネルディスカッションを終えての感想図 2

働く意義について、３年間を通して「生活のため／社会のため／生きがいのため／義務を果たす」という４つの観点から考えてきた学
年によるまとめのパネルディスカッション後のシート。司会者、パネラーを始め、参加した生徒全員が、ディスカッションを通じて自分
の意見がどう変化したかを考察した
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ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

②
将
来
、
お
笑
い
芸
人
に
な
り
た
い
と
い

う
「
太
郎
」
が
、
親
に
「
勉
強
す
る
意
味
」

を
聞
く
場
面
を
想
定
し
、
太
郎
の
親
に
な
っ

た
つ
も
り
で
そ
の
疑
問
に
答
え
る
「
手
紙
」

を
書
か
せ
た
。
生
徒
は
、
先
の
発
表
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
改
め
て
じ
っ
く
り
考
え
、

丁
寧
に
手
紙
を
書
い
た
（
図
３
）。

③
最
後
に
、
保
護
者
か
ら
生
徒
に
向
け
て

「
な
ぜ
学
習
を
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
事
前

に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
た
手
紙
を
手
渡
し

た
。

　
「
自
分
の
親
の
考
え
と
共
に
、
親
が
忙
し

い
合
間
を
縫
っ
て
書
い
て
く
れ
た
手
紙
に
、

温
か
い
愛
情
を
感
じ
取
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
太
郎
へ
の
手
紙
を
書

い
た
時
の
自
分
の
思
い
と
、
親
の
思
い
が

重
な
り
、
素
直
に
『
頑
張
っ
て
勉
強
し
よ

う
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
と
思
い
ま

す
」（
藤
森
校
長
）

　
「
道
徳
と
つ
な
げ
た
こ
と
で
、
職
場
体
験

の
価
値
が
高
ま
り
ま
し
た
。
大
人
の
世
界

に
触
れ
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
気
持
ち
に

な
っ
た
直
後
に
、
生
徒
に
『
親
に
な
っ
た

つ
も
り
』
で
学
習
の
必
要
性
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
。
別
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ
こ

と
を
さ
せ
る
よ
り
、
は
る
か
に
考
え
は
深

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

社
会
人
と
の
触
れ
合
い
で

「
学
習
の
必
要
性
」に
気
付
く

　

職
場
体
験
後
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
最
も
多
か
っ
た
感
想
は
、「
学

習
の
必
要
性
に
気
付
い
た
」
で
あ
っ
た
。

多
く
の
生
徒
が
「
何
の
た
め
に
学
習
す
る

の
か
」
と
い
う
問
い
に
自
分
な
り
の
答
え

を
見
い
だ
し
た
と
言
え
る
。
事
業
所
で
の

大
人
と
の
会
話
も
有
効
だ
と
、
吉
田
先
生

は
説
明
す
る
。

　
「
事
業
所
の
人
と
の
会
話
の
端
々
に
は
、

『
今
の
う
ち
し
か
勉
強
出
来
な
い
ぞ
』
と
い

う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
生
徒
は
、
家
庭

で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
保
護
者
で
も
教
師
で

も
な
く
、
社
会
で
働
く
大
人
か
ら
言
わ
れ

た
言
葉
は
説
得
力
が
違
い
ま
す
」（
吉
田
先

生
）

　

職
場
体
験
を
始
め
て
か
ら
、
希
望
の
進

路
を
実
現
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
藤

森
校
長
は
、「
学
習
の
意
味
を
理
解
せ
ず
に

点
数
に
追
わ
れ
る
よ
り
、
生
徒
自
身
が
将

来
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
る

こ
と
が
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
ひ
い
て
は

学
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と

実
感
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

課
題
は
、
校
区
の
小
学
校
と
の
連
携
だ
。

現
在
、
校
区
の
小
学
校
で
も
職
場
訪
問
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
指

導
内
容
に
つ
い
て
は
連
携
出
来
て
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
「
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
対
応
す

る
た
め
の
「
体
験

授
業
」「
体
験
入
部
」

を
行
い
、
職
場
体
験

発
表
会
に
小
学
６
年

生
を
招
待
し
て
い

る
。
し
か
し
、
学
習

面
で
の
連
続
性
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
藤
森
校
長
は

感
じ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
地

域
と
の
連
携
だ
。
職

場
体
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

今
、
受
け
入
れ
先
は

出
来
る
だ
け
地
元
企

業
に
依
頼
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
同
校

は
新
興
住
宅
地
に
あ

る
た
め
、
も
と
も
と
企
業
や
商
店
が
少
な

い
上
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
が
ち
だ
。
地
域
社
会
の
重
要
性
を
実
感

さ
せ
る
た
め
に
も
、
地
元
企
業
で
の
体
験

を
積
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
少
し
ず

つ
だ
が
受
け
入
れ
事
業
所
は
近
隣
地
域
で

も
増
え
、
可
能
性
は
見
え
て
き
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
今
後
も
試
行
錯
誤
を
続
け
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く

考
え
だ
。

道徳「何のために学習するのか」で
生徒が太郎にあてて書いた手紙（「学級だより」から）図 3
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フ
ォ
ー
カ
ス

に
フ
ォ に

職
場
体
験
を

よ
り
効
果
的
な

実
践
に
す
る
た
め
に
は

課
題



　

長
岡
中
学
校
は
、
生
徒
の
自
主
学
習
を

支
援
す
る
た
め
の
「
学
習
ガ
イ
ド
」
を
、

文
部
科
学
省
「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事

業
」
の
指
定
を
受
け
た
２
０
０
５
年
度
か

ら
作
成
し
て
い
る
。
生
徒
の
意
識
や
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
「
勉
強
の
大
切
さ
は
分
か
っ

て
い
て
、
勉
強
し
な
い
こ
と
を
反
省
し
つ

つ
、
そ
れ
で
も
勉
強
し
な
い
」
と
い
う
生

徒
像
が
見
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

　

「
勉
強
を
す
る
気
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

出
来
な
い
と
い
う
生
徒
を
支
援
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
教
務
主

任
の
湯
浅
修
一
先
生
は
説
明
す
る
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
教
育
政
策

研
究
所
の
山
森
光
陽
研
究
員
の
指
導
を
あ

お
ぎ
、
理
論
的
基
盤
と
し
て
「
自
己
制
御

学
習
モ
デ
ル
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

学
習
に
取
り
組
む
過
程
を
「
計
画
」
「
遂

行
」
「
自
己
評
価
」
の
循
環
過
程
と
し
て

と
ら
え
た
も
の
で
（
図
１
）
、
こ
れ
を
学

校
教
育
に
当
て
は
め
て
、
次
の
よ
う
な
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
へ
と
発
展
さ
せ
た
。
各
教

科
は
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
教
科
特

性
や
生
徒
の
実
態
を
考
慮
に
入
れ
た
上

で
、
教
科
別
に
「
学
習
ガ
イ
ド
」
を
作
成

し
た
。

指
導
の
ポ
イ
ン
ト（
同
校「
研
究
概
要
」よ
り
引
用
）

●
計
画
の
段
階

①
学
習
内
容
に
関
連
し
た
目
標
を
持
た
せ
る

②
ど
の
よ
う
に
学
習
を
進
め
れ
ば
よ
い
か

を
示
す

●
遂
行
の
段
階

③
自
分
で
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

④
自
分
で
適
宜
学
習
状
況
を
ふ
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

●
自
己
評
価
の
段
階

⑤
学
習
内
容
に
関
連
し
た
形
で
の
自
己
評

価
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

　

「
学
習
ガ
イ
ド
」
に
は
、
単
元
の
ね
ら

い
や
学
習
内
容
、
自
己
評
価
や
「
お
す
す

め
の
宿
題
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
分
量
は

一
単
元
当
た
り
Ａ
４
の
用
紙
で
２
〜
３

枚
。
各
単
元
の
最
初
の
授
業
で
配
布
し
、

専
用
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
た
り
ノ
ー
ト
に
張

っ
た
り
し
て
、
各
自
が
授
業
や
家
庭
学
習

の
「
道
し
る
べ
」
に
す
る
（
図
２
）
。

　

学
習
の
め
あ
て
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
日
の
授
業
で
何
が
重
要
か
が
一

目
瞭
然
と
な
り
、
「
お
す
す
め
の
宿
題
」

を
参
考
に
、
家
で
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
す

れ
ば
良
い
の
か
も
分
か
る
。

　

「
こ
の
単
元
で
は
こ
ん
な
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
↓
そ
の
た
め
に
教
師
は
こ
ん
な

指
導
を
行
う
↓
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に

計
画
↓
遂
行
↓
自
己
評
価
の

サ
イ
ク
ル
で
や
る
気
を
引
き
出
す

教
師
の
手
の
内
を
明
か
し
た

「
学
習
ガ
イ
ド
」で
学
習
意
欲
を
育
む

京
都
府 

長
岡
京
市
立
長
岡
中
学
校

長
岡
京
市
立
長
岡
中
学
校
で
は
、
「
勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
出
来
な
い
」
と
い
う

生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
、
単
元
単
位
で
の
「
学
習
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
た
。

学
習
の
め
あ
て
や
自
己
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
、
宿
題
な
ど
を
事
前
に
示
し
、
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

自己効力、課題への興味や価値、目標指向
性といった要因（自己動機づけにかかわる
考え方）により引き起こされ、支持されると考
えられる

自ら学習に取り組もうとしながら（自己統
制）、自分がどのような学習に取り組んでい
るのかを考えながら（自己観察）、実際の学
習に取り組む

実際に学習を行った結果、計画の段階で設
定された学習目標を達成したかどうかを検討
したり（自己判断）、学習方法が効果的であ
ったかどうかを考えたり（自己反応）する

自己制御学習モデル＊図１

指
導
の
ひ
と
さ
じ

家
庭
学
習

計画の段階

遂行の段階

自己評価の
段階

＊図１は次の文献を参考に作図：Zimmerman, B. J. (1998). Developing self-fulfilling cycles of academic regulation: An analysis of exemplary instructional models. 
In Schunk, D. H. & Zimmerman, B. J. (Eds.), Self-regulated learning: From teaching to self-reflective practice. New York, NY, US: Guilford Publications. pp. 1-19.
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有
効
な
勉
強
法
は
こ
れ
↓
具
体
的
に
こ
ん

な
問
題
を
解
く
と
力
が
付
く
、
と
い
っ
た

具
合
に
、
あ
る
意
味
で
教
師
の
指
導
の

『
手
の
内
』
を
生
徒
に
明
示
し
た
わ
け
で

す
」
（
湯
浅
先
生
）

　

と
は
い
え
、
現
在
の
形
に
な
る
ま
で
に

は
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
。
作
成
初
年
度

は
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
き
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
内
容
が
多
く
細
か
く
な

り
、
生
徒
に
不
評
だ
っ
た
。
そ
こ
で
２
年

目
か
ら
は
「
使
い
や
す
い
ガ
イ
ド
」
を
目

指
し
、
生
徒
の
意
見
や
教
科
特
性
に
更
に

配
慮
し
て
要
素
を
精
選
し
て
き
た
。

　

作
成
開
始
か
ら
５
年
目
と
な
る
０９
年
度

は
、
盛
り
込
む
情
報
量
の
適
量
が
見
え
て

き
た
。
今
後
も
よ
り
良
い
内
容
を
目
指

し
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
く
。

　

「
学
習
ガ
イ
ド
」
は
生
徒
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
た
。
導
入
前
後
の
生
徒
の

意
識
変
化
を
見
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
後
に
成
績
の
上

が
っ
た
生
徒
の
多
く
が
「
学
習
ガ
イ
ド
」

に
よ
っ
て
「
ど
の
よ
う
に
勉
強
す
れ
ば
い

い
の
か
が
分
か
っ
た
」
「
自
分
の
学
習
内

容
の
理
解
度
を
把
握
出
来
た
」
と
実
感
し

て
い
た
。
予
習
・
復
習
以
外
の
家
庭
学
習

を
す
る
生
徒
も
増
え
、
成
績
が
伸
び
た
生

徒
の
中
で
も
成
績
下
位
層
だ
っ
た
生
徒

が
、
「
学
習
ガ
イ
ド
」
に
よ
り
強
い
有
用

感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

授
業
の
進
め
方
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

「『
学
習
ガ
イ
ド
』
作
成
の
た
め
に
、
今

ま
で
以
上
に
自
分
の
教
科
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
検
証
し
ま
し
た
。
事
前
に
単
元
全
体

を
考
え
ま
す
か
ら
、
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
も

出
来
上
が
り
、
ガ
イ
ド
を
軸
に
見
通
し
を

持
っ
た
計
画
的
な
授
業
を
展
開
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
（
湯
浅
先
生
）

　

０７
年
度
に
は
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の

学
び
合
い
の
機
会
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

学
習
意
欲
の
育
成
を
図
る
「
協
同
的
な
学

び
」
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
更
に
、
０８
年

度
か
ら
は
、
活
用
力
を
育
む
た
め
、
レ
ポ

ー
ト
や
新
聞
な
ど
の
作
品
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
評
価
す
る
「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
」
を
加
え
た
「
単
元
指
導
計

画
」
の
開
発
に
着
手
し
た
。

 　

「『
学
習
ガ
イ
ド
』
の
作
成
に
よ
っ
て
単

元
単
位
で
考
え
る
素
地
が
出
来
て
い
た
た

め
、
今
回
の
研
究
開
発
に
は
ス
ム
ー
ズ
に

取
り
組
め
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
指
導
力

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」
（
湯
浅
先
生
）

　

「
学
習
ガ
イ
ド
」
は
、
機
械
的
に
学
習

量
を
課
す
問
題
集
で
は
な
く
、
心
構
え
を

説
く
だ
け
の
手
引
き
で
も
な
い
。
教
師
の

手
の
内
を
適
切
に
「
種
明
か
し
」
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
す
ツ

ー
ル
な
の
だ
。

単
元
単
位
で
考
え
る
教
材
開
発
は

教
師
の
力
量
向
上
に
も
結
び
付
く

◎１９５５（昭和３０）年開校。２００５年度から
３年間、文部科学省「学力向上拠点形成事
業」の指定を受け、「自ら学ぶ意欲」を育て
る教材として「学習ガイド」の開発に着手。
０８年度からはこの研究を継承・発展させた
「自ら学ぶ力及び活用に関わる力の育成を
目指した『単元パッケージ』の開発」（京都
府教育委員会他指定）に取り組む。

湯浅修一
Yuasa  Shuichi
教務主任、研究主任
英語科担当

長岡京市立長岡中学校

校長 橋本政道先生

生徒数 ５０３人

学級数 16（うち特別支援学級２）

所在地 〒617-0824

 京都府長岡京市天神４丁目５-１

TEL 075-951-1171

URL http://www.edu.city.nagaokakyo.kyoto.jp/nagaoka-j/

長岡京市立長岡中学校　

どの教科も、単元（授業）のねらい／その学習方法／自己評価ポイント／宿題（または確認問
題）が明示されている。教科により各項目の示し方は工夫されている。例えば、社会は「ねら
い」を先に提示するとその日の授業の答えになってしまう場合が多いため、ガイドは要点のチェ
ックが中心になる

S C H O O L  D A T A

学習ガイド（平成21年度版）図2

「学習ガイド」は、Benesse教育研究開発センターのウェブサイト
から加工可能な形式でダウンロードできます。
http://view21.jp/c9441/

英語

社会
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◎農業や林業など、社会科の教師として実体験が無いまま

授業をしていた職業。あるいは、カウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーのように、少し離れた距離から生徒に

接することが出来る職業に就いてみたいです。 

 

 

◎医者。人を助けたいからです。 

 

 

◎放送関係。現地に赴き、その地域の人たちとかかわるこ

とによって、思いや願いを知りたいし、感じたいと思います。 

 

 

◎修学旅行の感動を味わうことが出来る、旅行会社の添乗

員になりたいです。 

 

◎文部科学省の職員です。１年では足りないと思いますが、

全国的な視野で教育に関する国政や全国の教育委員会等の

動向を見てみたいです。 

 

 

◎政治家、またはタクシーの運転手です。世間の人たちと

いろいろな話をしてみたいです。 

 

 

◎まちづくりにかかわる雑誌の記者です。さまざまな場面

で活動している人を知り、そんな人々の情報を発信できれ

ばうれしいです。人、自然、社会などさまざまな資源を発

掘して、それらをリンクした情報を１０代からシニアにまで

提供できればと思います。教職という狭い世界とは違う視

点で社会を見てみたいです。 

 

 

◎民間企業です。教師以外の職業であれば、どんな業種で

も体験してみたいです。 

◎市立図書館の司書。好きな本と出合い、幼児へ読み聞か

せをするなど、ゆっくりじっくり本と向き合う時間が欲し

いからです。 

 

◎落語家。人を笑わせて幸せにしたいです。 

 

 

◎教材制作の会社で、授業に使用する学習教材を作成する

仕事をしてみたいです。今までも教材を作成してきましたが、

大きなものは作成に数カ月を要することもあり、実験観察

のタイミングに間に合わず、翌年使用したこともありました。

授業者の立場に立って作成したいと思っています。 

 

 

◎矯正教育の在り方に関心があるので、少年院の教官にな

ってみたいです。 

 

◎野菜、果物栽培の農園主です。生まれてこの方、ずっと

都会暮らしだったので、田舎でのんびりと農産物を育てて

みたいです。 

 

◎飲食業を営みたい。自分の作る食事を通して、人との触

れ合いが出来るからです。 

 

◎ホテルマン。接遇の仕方や、苦情対応のヒントを学びた

いです。 

 

◎海外に移住して、現地の観光ガイドをし、広い視野を持

ちたいです。その経験を後の生活に生かしたいと思います。 

 

［大阪府／摂陽中学校／山口昌孝］ 

 

 

［北海道／Ｈ中学校／K・Ｏ］ 

 

 

 

［愛知県／Ｔ中学校／Ｍ・S］ 

 

 

［大阪府／十三中学校／上田 明］ 

 

 

 

 

［北海道／北海道教育大学附属函館中学校／黒田 諭］ 

 

 

 

［鹿児島県／K中学校／A・S］ 

 

 

 

 

 

 

 

［福岡県／白光中学校／杉野浩二］ 

 

 

［富山県／Ｔ中学校／M・Ｏ］ 

 

 

 

［鹿児島県／Ｓ中学校／M・S］ 

 

 

［千葉県／Ｈ中学校／Y・Ｋ］ 

 

 

 

 

 

 

［群馬県／広沢中学校／浦澤一雄］ 

 

 

［宮城県／Ｉ中学校／S・A］ 

 

 

 

［北海道／Ｉ中学校／Y・Ｍ］ 

 

 

［沖縄県／Ｋ中学校／A・Ｍ］ 

 

 

［栃木県／S中学校／A・Ｗ］ 

 

 

 

［長崎県／Ｋ中学校／Ｈ・Ｈ］ 

今回は、１年間だけ就いてみたい職業を理由と共に書いていただきました。教職を離れたとしても、人

とかかわる職業を希望する声が多かったのが印象的でした。 
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研究授業に関する取材の最中、対応してくださった先生が「私たちの合い

ことばは『どんと来い！』なんですよ」とおっしゃっていたのが印象的でした。

想定外の課題が生じた時などに、周囲の先生方と一緒に、また、ご自身に

も言い聞かせるように言うそうです。大変心強く感じると同時に、本特集が

少しでもそうした先生方のお役に立てば幸いです。（久保木） 

編集後記 

１年間、たくさんのご意見をお寄せいただき、 
ありがとうございました。 

テーマ：もし１年間、教師以外の職業に就くとしたら？ 
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